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当院では、この春、14名の研修医と歯科研

修医が加わりました。まだ研修がはじまって3

か月あまりですが、日々の様子をみますと緊張

の中にも学ぶ意欲と責任感が感じられ、当院は

今年も良い研修医たちを迎えることができたと

感じています。研修医は、患者さんとの出会い

の一つひとつから学び、地域での連携の中で医

療の本質を身につけていきます。当院で医師、

歯科医師としての第一歩を踏み出した研修医を

地域の皆さまが温かく迎えていただけますと幸

いです。

近年、医療界でも働き方改革が進められてい

ます。その目指すところは、医療者が心身とも

に健やかに働き続けられる環境を整え、患者さ

んに安全でより質の高い医療を提供できること

にあります。一方で、研修・教育の現場では新

たな課題も生まれています。勤務時間の適正化

によって診療にたずさわる時間が減りますの

で、患者さんに向き合う貴重な経験の機会をど

う確保するか、限られた時間の中で学習の質を

高められるかが問われています。また、学習の

質を高めるために指導体制の強化が必要です

が、それによって指導医の負担は大きくなり、

先輩医師たちの働き方改革への配慮も求めら

れています。

2025年に放送された研修医を主人公にした

ドラマでは、働き方改革による定時勤務のいわ

ゆる「お客さま研修医」だったところから「真

の医師」を目指す覚悟を決め、いろいろな葛藤

を経験しながら成長していく様子が描かれまし

た。医療現場での働き方の問題などが盛り込ま

れた内容は興味深く、病院で働くものとして

は、そのような側面が注目される時代になった

ことも印象的でした。

現実世界でも、より良い研修と働き方を両

立するためにはまだまだ多くの工夫が必要で

すが、研修医の育成は病院の責務でもありま

す。研修医たちが確かな臨床力だけでなく、

あたたかな人間性、地域をささえる使命感を

そなえた医師に成長できるよう、指導医や多

職種スタッフが力を合わせて支えていきたい

と考えています。
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当院は急性期病院として、救急医療や手術、
各種検査・処置など多岐にわたる医療を提供し
ています。急性期医療では、患者さんの状態変
化に応じて迅速に対応し、必要な検査や治療を
適切なタイミングで進めていくことが求められ
ます。そのためには、医師だけでなく、多職種
が連携しながらチームとして診療を進めること
が重要です。
近年、医療の高度化や患者さんの高齢化に伴

い、診療や看護はますます複雑になっていま
す。一つの職種だけで患者さんを支えることは
難しく、それぞれの専門性を活かしたチーム医
療が欠かせません。その一員として活動してい
るのが診療看護師です。
診療看護師は、大学院修士課程および特定行

為研修を修了し、医師をはじめとする多職種と
連携しながら、診療と看護の両面から患者さん
を支援する看護師です。当院では現在5 名が活
動しており、消化器内科、外科、整形外科で診
療に携わっています。

日々の診療では、患者さんの状態変化をいち
早く捉えた評価や初期対応、検査・治療の調整、
創傷管理や感染管理などを行っています。ま
た、周術期における手術助手や麻酔管理、全身
管理、疼痛コントロールをはじめ、胃ろう管理
を含めた栄養管理や排便コントロールなどにも
関わり、患者さんが安心して治療を受けられる
よう支援しています。
さらに、患者さんの状態や治療経過を継続的
に把握しながら、多職種間の情報共有や調整を
行うことも重要な役割です。必要な支援を適切な
タイミングで行うことで診療を前に進め、対応の
遅れを防ぐことは、患者さんの安心や治療の質の
向上につながります。医師や看護師、薬剤師、リ
ハビリスタッフなど多職種をつなぎ、チーム医療
が円滑に進むよう支援することも大切な役割であ
り、「医療をつなぎ、前に進める」実践の一つです。
今後も患者さんと医療者、多職種をつなぎ、

支える存在として、地域の皆さまに安心で質の
高い医療を届けられるよう努めてまいります。

ト ピ ッ ク ス
医療をつなぎ、前に進める ―診療看護師の役割―
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1995年に岐阜県の大垣市民病院の研修医となっ

てから30年以上過ぎました。研修1年目からなぜ

か呼吸器科部長の堀場通明先生（当時）の鞄持ちと

なり、これまたなぜか真の美食について薫陶を受け

ました。4年間の修行？の後、堀場先生からの名古

屋から出て勉強しなさいという教えに従って、国立

感染症研究所（当時）、千葉大学医学部附属病院で

ヒト免疫不全ウイルス（HIV）の研究と診療に従事

し、2005年9月からは名古屋医療センターで働い

ています。その後、特にどこからもお声がけをいた

だくことなく当院でHIV感染症/AIDSの診療と研究

を続け、国立病院機構から勤続10年の表彰でシャ

チハタを、そして先日、勤続20年として五七の桐

の紋が入った銀張りの盃をいただきました。

ところで、勤続20年の表彰に先立ち嬉しく感じ

たことがありました。それは、2026年3月6日、日

本のヤマサ醤油から導出された新規抗HIV剤である

イスラトラビルを含む新規抗HIV剤配合錠のイドビ

ンソが、世界に先駆けて日本で初めて承認され、利

益相反があり当該薬の審議と議決には加わりません

でしたが厚生労働省の薬事審議会委員としてその場

に立ち会えたことです。イドビンソが諸外国と同時

に承認申請が行われ、日本で最初に承認に至った背

景には、当院が長年にわたり先頭に立って進めてき

た臨床試験（以下、治験）への取り組みがあったの

です。

1996年の薬害エイズ裁判の和解を受け、1998年、

当時の厚生省は国内の患者に抗HIV剤を早期に提供

するために特例措置を講じました。それは、海外で

の治験データに基づいた事前評価や海外承認前の国

内申請を容認し、海外承認後は4か月を目途に国内

承認を可能とする仕組みでした。しかし、これは特

例であり、日本人における真の有効性や安全性を国

内治験で検証した上で承認する、という本来の医薬

品開発の姿ではありませんでした。

私が当院に赴任してまもなく、国立感染症研究所

エイズ研究センターでの上司であった杉浦亙博士が

当院の臨床研究センター感染・免疫研究部部長とし

て着任しました。私達は、患者さんにとって真に安

全で有効な新薬を開発するためには、基礎研究にと

どまらず、国際共同治験に日本の医療機関も参画す

ることが重要であると考えていました。

しかし当時、我が国の医療機関は、抗HIV剤の開

発に関しては過去の経緯から海外の製薬企業からの

信頼を完全に失い治験から除外されていたようで

す。そのような中、当院はファイザー社（当時）の

新規抗HIV剤であるマラビロク（国内製品名：シー

エルセントリ）の第Ⅲ相臨床試験に参画する機会を

得てこれを完全に遂行しました。日本の医療機関と

して当院の治験遂行能力が評価された結果、以後の

新規抗HIV剤の治験への参画の扉を再び我が国に開

くことができたのです。

それ以降、当院はほぼ全ての新規抗HIV剤の治験

に参画し、多くの症例を組み入れて国内での治験を

主導してきました。この歩みを支えたのは、当院が

臨床研究中核病院（当時）に指定されたことを契機

に整備された治験管理室のサポート、感染症内科で

診療に従事するスタッフの力、そして何よりも、未

来のより良い治療のためにと治験に自ら進んで参加

してくださった当院通院中の患者の皆さんの協力で

した。

当院の姿勢に呼応して、我が国の他の医療機関で

も治験参画の重要性が理解され、治験に加わる施設

が徐々に増えていきました。その結果、近年の国際

治験においては、日本国内の承認申請に十分な症例

数を迅速に組み入れることが可能となったのです。

こうした患者の皆さんの支え、当院の治験・診療

体制の充実、そして20年におよぶ地道な努力が大

きな実を結んだ結果が、今回のイドビンソの承認で

した。特別な救済枠組みではなく、日本人の試験成

績に基づいてその有効性と安全性が国際水準で認め

られ、他の疾病の治療薬と同じ正規の枠組みで世界

で初承認にいたったことは、我が国のエイズ診療・

治験の質を証明するものでもあります。

私たちはこれからも、我が国のHIV感染症/AIDS

診療と研究の中核を担う施設として、安全で有効な

最新の治療を提供していきます。そして、新規の検

査法や治療法の開発、診療・研究体制のさらなる整

備に努め、国内外のHIV感染症/AIDS診療の未来を

切り拓いていきたいと思います。

普段、名古屋にいるときには病院からの呼び出し

等に備えてお酒を口にすることはありませんが、病

棟が落ち着いていた日の夜、この原稿を書きなが

ら、堀場先生と度々訪れた宮城のお酒の宮寒梅を、

黄瀬戸六角と千葉の鍛金職人さんに作ってもらった

純銀鍛造のぐい呑みで、仙台、銀座そして日本橋の

お店でよく一緒に楽しんだマッカランの25年を長

崎のガラス屋さんに吹いてもらったグラスで味わい

ました。イドビンソの承認はいわゆるすごい業績で

はありませんが、亡くなった堀場先生は少し褒めて

くれるかなと思いながら、大垣市民病院に就職した

時に先生に作ってもらった仙台大橋堂植原榮一さ

んの手による万年筆で推敲しつつ一晩過ごしまし

た。

エイズ総合診療部長
エイズ診療科医長

横幕能行ドクター
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エイズ総合診療部長
エイズ診療科医長

横幕能行ドクター
よもやま話
日本のHIV感染症/
AIDS診療の未来を切り拓く
～新薬「イドビンソ」承認に寄せて堀場通明先生の思い出とともに～
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皆さんはじめまして、糖尿病・甲状腺とみな
が内科の富永隆史と申します。当院は2021年
10月に千種区豊年町（今池とナゴヤドームの
中間あたり）のスギ薬局2階で開院いたしまし
た。糖尿病、甲状腺をはじめとして、高血圧や
健診異常の相談、風邪や体調不良など、「相談
しやすいかかりつけ医」を目指して診療を行っ
ております。この地区では珍しい、広い駐車場
スペースも売りに、通院環境にもこだわりをも
って取り組んで参りました。
さて、わたくしの身の上話となり恐縮ですが、
2008年に医師国家試験に合格したのちに医師と
しての仕事を始めたのが名古屋医療センターで
すので、まさにキャリアの出発地ということに
なります。幼少期から気管支喘息を患い、母に
連れられ旧国立病院へ通院。当時はカルテを運
ぶ列車のようなレールが天井を這い、その動き
を追っていたことを思い出します。医学部卒業
を控え就職先を探す際、自分の心は一択でした。
単願受験で名古屋医療センターを志望し、落ち
ても土下座して入れてもらおうと本気で考えて
受験したことも、すでに20年近く昔とはまさに

光陰矢の如し。研修医から4年間、医師として
のイロハを学ぶことができました。
医師の世界では医局人事という事情があり、

転勤後に古巣へ戻る夢は叶いませんでしたが、
そんな愛する名古屋医療センターから遠くない
場所で開業することになるとは、人生わからな
いものです。開業医の先生方よりご紹介を受け
る立場から、今度は助けていただく側へと変わ
り、地域連携の重要性を痛感する毎日。
開業医にできることは体調変化を観察し、

健康の相談事に耳を傾けながら日々の健康を
守ることですが、一方で総合病院にしかでき
ない治療や検査がたくさんあります。その点
を適切に見分けながら、通院がしやすい健康
相談の入り口として誠心誠意励んで参ります
ので、糖尿病、甲状腺疾患をはじめ、内科の
かかりつけ医をお探しの方はどうぞお気軽に
ご相談ください。

糖尿病・甲状腺 とみなが内科
院長
富永隆史

院 　 長：富永隆史
所 在 地：〒464-0076 名 古 屋 市 千 種 区 豊 年 町 1 4 - 4
  スギ薬局内山店2Fフロア
電　　話：052-711-5100
診療科目：内科・糖尿病内科・内分泌内科・漢方内科
Ｕ Ｒ Ｌ：https://tominaga-naika.net/
診療時間：

糖尿病・甲状腺 とみなが内科

9:30～13:00 9:00～12:00

14:00～17:0015:00～18:45

月・火・水・金日・祝・木

休診日

土

※上記は開院時間（診療時間）であり、最終受付時間は診療終了時間
の15分前までとなります。
（甲状腺採血がある方の最終受付時間は、診療終了時間の30分前まで
となります。）

屋上駐車場

待合室

院長

臨床工学部は、循環器内科 山田部長のも
と、14名の臨床工学技士（クリニカルエン
ジニア：CE）が在籍し、医療機器の保守管
理と臨床支援業務を担っています。院内で
はさまざまな呼称が用いられていますが、
今後は「CE」として統一していく方針です。
CEの仕事は主に保守管理と臨床支援業
務があります。
保守管理では、院内で使用する各種医療
機器がいつでも安全に使用できるよう点検
やメンテナンスを行っています。また臨床
支援業務では、手術室やカテーテル室、外
来などの治療現場において医療機器の操作
を担い、診断や治療の補助を行っています。
院内の多職種の皆さんと協力しながら、こ
れからも患者さんに安心して医療を受けていただけるようチームの一員としてこれか
らも努めていきますので、よろしくお願いします。

臨床工学部

西６病棟は、脳神経外科・耳
鼻咽喉科・眼科の患者様を主に
受け入れています。脳神経外科
では、脳梗塞に対する血栓回収
や脳動脈瘤に対する塞栓術など
のカテーテル手術や、脳腫瘍・
脊髄疾患・外傷・機能外科など
の手術治療と看護を担っていま
す。脳や神経の病気は突然発症
し、身体機能だけでなく生活が
大きく変化することも多く、１
日でも早く回復していただける
よう、医師・看護師・薬剤師・リハビリテーション科・地域医療連携室・栄養科など、
様々な職種が連携しています。患者様とご家族の意向を尊重した医療看護が提供でき
るように、多職種で努めてまいります。
また、耳鼻咽喉科・眼科では、短期での手術を含めた入院治療が多く、治療対する
不安を少しでも軽減するとともに、退院してからも安心して過ごせるように看護を行っ
ています。

職
場
紹

西６病棟

介
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外　来　診　療　担　当　表
診　療　科 月 火 水 木 金

内　
　
　
　
科
（
２
階
）

受
付
Ａ

消化器内科
1診 近藤高 村山 島田 浦田 交代制（再診）
2診 交代制（再診） 柴田 近藤尚 交代制（初診） 宇仁田
3診 交代制（初診）交代制（初診）交代制（初診）交代制（再診） 交代制（初診）

呼吸器内科

4診 ― ― 馬場 ― 今枝

5診 馬嶋 沖
篠原（午前）
鳥居厚

（第2・4週 午後）
船橋

（初診） 沖

6診 鳥居厚

小暮啓
（1･3･5週 初診）

馬嶋
（2･4週 初診）

小暮啓 北川 小暮啓

7診
沖

（1・3・5週 初診）
今枝

（2・4週 初診）

大濱（午前）
篠原（午後）若原（初診） 佐野

大濵
（1・3・5週初診）

鳥居厚
（2・4週 初診）

8診 ― ― ― ― ―

受
付
Ｂ

循環器内科

8診 ― ― ペースメーカー（2・4週） ― ペースメーカー（1・3週）
9診 近藤隆 交代制 交代制 近藤隆 交代制
10診 今井 児玉 山下 近藤正 水谷
11診 山﨑 早川 山田高 山田高 平岩

糖尿病・　
内分泌内科

12診 ― ― ― フットケア（2週 午後） ―
13診 交代制（初診）交代制（初診）交代制（初診）交代制（初診）交代制（初診）
14診 交代制 交代制 田實 田實 杉浦
15診 杉浦 半田 山家 半田 山家

受
付
Ｃ

膠原病内科
リウマチ科

12診 杉山 梅村 ― ― 梅村（再診）

17診 高野
（初診）

高野
（予約のみ）

梅村（午前）
平野（午後） 鈴木 鈴木（午前）

小嶋（午後）
18診 小嶋

（午前・午後）
鈴木

（午前 初診） 高野 小嶋
（午前 初診） 長谷川

19診 ― ― 水谷 ― 水谷
（午前 初診/午後 再診）

腎臓内科

8診 ― ― ― ― 陀安
12診 ― ― 𧦴藤 ― ―
18診 ― ― ― ― ―
19診 今井 高見 ― 井口 ―

受
付
Ｄ
脳神経内科

20診 二上 両角 小谷 原田 榊原

21診 小林
（脳波・てんかんセンター） ― 小林

（脳波・てんかんセンター）
曽根（もの忘れ外来）
（連携室予約のみ） ―

22診 両角（初診） 榊原（初診）二上（初診）小谷（初診）原田（初診）
24診 交代制 ― 交代制 岡田 交代制

血 液 内 科
（3階）

1診 飯田/飯田（午後） 鈴木康 今橋伸 飯田 今橋伸

2診 平野大 河本/飯田（午後） 小暮あ 鈴木康 平野志

3診 ― 安田 ― 平野大 小暮あ

LTFU 飯田（1週） 飯田（2週） ― 飯田(3週) ―

腫瘍内科（2階）
（化学療法室）

1診 白石（再診） 杉山（再診） 白石（再診） 大脇（再診）佐藤真（再診）
2診 ― ― 北川（再診） ― ―
初診 佐藤真・杉山 大脇・白石 杉山・佐藤真 白石・杉山 大脇・白石

禁煙外来(2階) 特別診察室 ― 当番制
（午後・予約のみ） ― ― 当番制

（午後・予約のみ）

緩和ケア内科
(2階) 特別診察室 稲田②/

西堀① 船橋①
船橋①
近藤建

（外科外来）
稲田②/
西堀① 西堀①

内 視 鏡 室
（2階）

消化器
島田/村山/
近藤尚/
浦田/
宇仁田/柴田

島田/近藤尚/
浦田/
宇仁田/
近藤高

村山/浦田/
宇仁田/
近藤高/柴田

島田/村山/
近藤尚/
宇仁田/
近藤高/柴田

島田/浦田/
近藤尚/
近藤高/柴田

呼吸器 ― ― ― ＴＢＬＢ（当番制） ―

精神科（2階） 再診2診 ― ― 末宗 ― 末宗
※精神科では当面の間、初診患者の受入れを停止しております。

脳神経外科
（2階）

1診 交代制 高橋 前澤 須崎 伊藤芳

2診 片岡弘 松野（1週）
泉（2･3･4週） 江口 代務医師 伊藤真

3診 安藤遼 ― 片岡優 ― 江口（1・3・5週）
安藤遼（2・4週）

外　　　科
（1階）

1診 多代
（一般・肝胆膵）

服部正
（消化器）

田嶋
（一般・消化器）

末永
（肝胆膵）

林正
（一般・消化器）

2診
村上

（心臓血管 午前）
亀井

（形成2・4週 午後）

中村
（一般・消化器）

澤木
（乳腺）

林孝
（乳腺）

林孝
（乳腺）

3診 坪井
（一般・消化器）

中山智
（心臓血管） ― 折原

（一般・消化器）
袴田

（一般・消化器）

4診 杉野
（乳腺）

児玉
⎛ 末梢血管 ⎞
⎝1・3・5週 午後⎠

上野
（呼吸器）

萩原
（心臓血管）

竹内榮
（心臓血管）

5診
安田

（呼吸器午前）
森田

（乳腺 午後再診）
― 近藤建・竹田

（一般・消化器）
森田

（乳腺）
澤木

（乳腺・予約のみ）

特別診察室
※ストマ外来…火曜1・2・3・4週※末梢血管外科は完全予約制（13:30〜15:30）となり、リンパ浮腫専門外です。※形成外科（13:30〜15:30）

診　療　科 月 火 水 木 金

整 形 外 科
(1階)

1診 木村 下村 杉山 武藤 長嶺
2診 長嶺 杉山（午前） 木村（午前） ― 下村（午前）
3診 武藤 浅井（リウマチ） 家﨑 髙橋（人工関節）髙橋（リウマチ）

4診 家﨑
中島

（リウマチ午前）
小嶋

（リウマチ午後）

小嶋
（リウマチ）

浅井
（人工関節）

小嶋
（リウマチ）

皮　膚　科
（3階）

1診 藤城 加藤 藤城 藤城 加藤
2診 本田 後藤 後藤 大野 後藤
3診 成田 本田 福澤 本田 福澤
4診 ― ― 植田（3週以外） 成田 ―

小　
児　
科
（
３
階
）

午前

1診 後藤雅
（循環器）

後藤雅
（循環器）

後藤雅
（循環器）

後藤雅
（循環器）

後藤雅
（循環器）

2診 堀部
（血液・腫瘍）

堀部
（血液・腫瘍）

服部
（血液・腫瘍）

市川
（血液・腫瘍）

関水
（血液・腫瘍）

3診 前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー） ― ― ―

4診 二村
（一般 初診）

島田
（一般 初診）

島田
（一般 初診）

二村
（一般 初診）

田中
（一般 初診）

午後

1診
木村

（内分泌）月1回
後藤雅

（予防接種）

後藤雅
（予防接種） ― 後藤雅

（予防接種）

金子
（小児外科）月1回

後藤雅
（予防接種）

2診
堀部

（長期フォロー）
高橋

（カウンセリング）

竹中
（神経）

田中
（アレルギー）

二村
（アレルギー）

後藤雅
（乳児健診）

3診 前田
（長期フォロー） ― ― 前田

（長期フォロー） ―
4診 交代制（一般）交代制（一般）交代制（一般）交代制（一般）交代制（一般）

遺　伝
診療科

（2階）特別診察室 ― ― 服部浩・
田口・河合 ― 服部浩・

田口・河合
遺伝（3階）
カウンセリング 看護外来

服部浩・
田口・河合 ― ― 服部浩・

田口・河合 ―
※遺伝診療科及び遺伝カウンセリングは完全予約制です。※カウンセリング予約枠：月曜1枠（13:00-14:00）、木曜2枠（13：00-14：00、15:00-16:00）

耳鼻いんこう科
頭 頸 部 外 科
（3階）

1診
（初診）加藤健・大西 寺西・大西 竹内・奥田 中田 加藤健・奥田

2診 奥田・森永 森永 中田（1・3・5週）
加藤健（2・4週） 加藤健 中田

3診 寺西 竹内 森永 竹内・大西
大西・寺西
（1・3・5週）
森永・大西
（2・4週）

めまい・耳鳴り・難聴 ― 中田（めまい）
加藤健（耳鳴・難聴） ― 横井

（再診13:30-15:30） ―

眼　　　科
（3階）

1診
（初診） 高士 平野 南沢 等 力々 交代制
2診 中村 南沢 等々力 中村 ―
4診 等々力 岡戸

（初診10:00まで） 鳥居良 岡戸 ―

5診
平野（1･3･5週）
/林（2･4週）
鳥居良（午後）

近澤 野々部 近澤 ―

6診 吉田統 林 久保田 久保田 ―
7診 ― ― 上岡 ― ―

産 婦 人 科
（3階）

1診 中西 中西 熊澤 熊澤 中西
2診 稲葉 熊澤 稲葉 大学代務 稲葉

※木曜の診察は、手術がある場合は1診対応となり、どちらかの医師の診察となります。

泌 尿 器 科
（3階）

初診 川西 交代制 平林 交代制 吉野
再診 吉野 印牧（1･3･5週）

古峪（2･4週） 川西 伊藤 吉澤
（初診・再診）

再診 川出 ― 岡村 ― 平林

専 門 外 来
（3階）

1診 笠原 小暮あ（12:00まで）
神田（午後のみ）

今橋真
（14:00まで）

横幕
鈴木（3週午後のみ）

横幕
渡辺（2週午後のみ）

2診 ― ― ― 今（4週午前のみ） ―

3診 小暮あ
（14：00まで） 担当医

中野（12：00まで）
（1・3週）

担当医（12：00まで）
（2・4・5週）

小暮あ
（12：00まで） 今橋真

歯科口腔外科
（3階）

初診 上嶋 後藤 交代制 交代制 平山
再診 後藤 小田 交代制 交代制 小田
再診 小田 上嶋 ― ― 後藤
再診 平山 宇佐美 ― ― 上嶋
再診 ― ― ― ― ―
再診 ― ― （白井） （白井） ―

放射線治療科
（地下1階） 初診・再診 宮川・加藤惠 宮川・加藤惠 宮川・加藤惠 宮川・加藤惠 宮川・加藤惠

放射線
（1階）

診断
午前 宇佐見・

安藤嘉
宇佐見・
安藤嘉

大岩・
宇佐見

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・
安藤嘉

午後 宇佐見・安藤嘉
大岩（午後3時〜）

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

X線TV5 午前 ― ― 消化器 呼吸器 消化器
X線TV6 午後 ― 耳鼻いんこう科（嚥下） ― 耳鼻いんこう科（嚥下） ―
RI/PET 宇佐見 安藤嘉 宇佐見 大岩 大岩
超音波 大岩・

森田（午前） 森田 大岩(生検)/
森田

遠藤・
須田（乳腺） ―

検診 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田
独立行政法人 国立病院機構 名古屋医療センター

令和8年7月1日現在

◎外来受付時間　○初診/午前8時30分〜午前11時　○再診/午前8時20分〜午前11時
◎休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（12/29 〜 1/3）
◎担当は都合により予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。


